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明 細 書

発明の名称 ：

情報提供装置、情報提供方法、情報提供 プログラム、及び情報提供 プログ

ラムが記録された記録媒体

技術分野

[0001 ] 広告表示領域 を含むW e b ページをネッ 卜ワークを介 して端末装置へ提供

する情報提供装置等の技術分野に関する。

背景技術

[0002] 従来か ら、パーソナル コンピュータ等の端末装置を用いてインタ一ネッ ト

等のネッ 卜ワークに接続 し、W e b サーバ等か ら提供 されるW e b ページ等

を通 じて、例えば、商品の購入やサー ビスの利用予約等の商取引を行 うこと

を可能 とする商取引システムが知 られている。 このような商取引システムに

おいて、所定のW e b ページ上に、所謂、バナー広告を表示 （掲載）するこ

とがよ く行われている。商品の販売者等の広告主は、バナー広告に張 られた

リンクにより、 自身の商品を販売するためのW e b ページに閲覧者 を誘導す

ることができる。

[0003] ところで、例えば人気のあるW e b ページに表示されるバナー広告は広告

効果が高いことか ら、そのようなW e b ページへのバナー広告の表示を希望

する広告主は多い。 しか しなが ら、W e b ページにバナー広告を表示するた

めの広告表示領域は限 られるため、当該広告表示領域 を利用できる広告主も

限 られて くる。

[0004] —方、近年、あるW e b ページ上で同一の広告表示領域 に表示されるバナ

一広告が所定時間毎 に切 り換え られる技術が知 られている。 このような技術

によれば、一つの広告表示領域 に、 より多 くの広告主に対応するバナー広告

を表示することができる。 また、特許文献 1 には、 クライアン ト端末か ら管

理サーバに広告データを送るだけで、既 に掲載 されている広告の内容が自動

的に変更できるように した技術が開示されている。



先行技術文献

特許文献
[0005] 特許文献1 ：特開2 0 0 2 _ 1 0 9 3 5 7 号公報

発明の概要

発明が解決しょうとする課題
[0006] しかしながら、一つの広告表示領域を共用する各販売者 （広告主）の各バ

ナー広告が所定時間毎に切り換えられる場合、各バナー広告の露出時間 （表

示時間）が制限されてしまい当該バナー広告が閲覧者によって認識される機

会が低下する。そのため、閲覧者により、リンクが指定 （例えばクリック）

されないバナー広告が出てくるという問題がある。

[0007] 本発明は、以上の点等に鑑みてなされたものであり、一つの広告表示領域

を複数の広告主で共用する場合であっても、各広告主のバナー広告等が指定

される確率を高め、各広告主に対応する情報を効率良く表示させることが可

能な情報提供装置、情報提供方法、情報提供プログラム、及び情報提供プロ

グラ厶が記録された記録媒体を提供することを目的とする。

課題を解決するための手段
[0008] 上記課題を解決するために、請求項 1 に記載の発明は、広告表示領域を含

む表示デ一タをネッ卜ワークを介して端末装置へ提供する情報提供装置であ

つて、前記広告表示領域に含まれる部分領域を特定するための部分領域特定

情報と、商取引対象物を提供する提供者を特定するための提供者特定情報と

、を前記部分領域毎に対応付けて記憶する部分領域情報記憶手段と、前記広

告表示領域を含む表示データを前記端末装置に送信する送信手段と、前記広

告表示領域における指定された位置情報を前記端末装置から取得する位置情

報取得手段と、前記取得された位置情報を含む前記部分領域を特定する部分

領域特定手段と、前記部分領域特定手段により特定された部分領域に対応す

る部分領域特定情報に基づいて前記提供者を特定し、該特定された提供者に

対応する情報の前記端末装置への送信制御を行う制御手段と、を備えること



を特徴とする。

[0009] この発明によれば、端末装置の広告表示領域において指定された位置を含

む部分領域を特定 し、該部分領域に対応する部分領域特定情報に基づいて前

記提供者を特定 し、該特定された提供者に対応する情報が端末装置へ送信さ

れるように構成 したので、一つの広告表示領域を複数の上記提供者 （広告主

) で共用する場合であっても、各提供者に割当てられた部分領域が指定され

る確率を高め、各提供者に対応する情報を効率良く表示させることができる

[001 0] 請求項 2 に記載の発明は、請求項 1 に記載の情報提供装置において、前記

広告表示領域を利用するための利用料金に基づいて前記部分領域を提供者毎

に割当てる領域割当手段を備えることを特徴とする。

[001 1] この発明によれば、提供者が支払う利用料金に見合った部分領域を当該提

供者に割当てることができる。

[001 2] 請求項 3 に記載の発明は、請求項 2 に記載の情報提供装置において、前記

部分領域の指定回数を前記部分領域毎に記憶する指定回数記憶手段を備え、

前記領域割当手段は、前記指定回数記憶手段に記憶されている部分領域毎の

指定回数を比較 し、前記指定回数が相対的に多い部分領域に前記利用料金の

入札額が相対的に大きい前記提供者を割当てることを特徴とする。

[001 3] この発明によれば、利用料金の入札額が大きい提供者に対応する情報を、

より多 くの閲覧者に閲覧させることができる。

[0014] 請求項 4 に記載の発明は、請求項 1 乃至 3 の何れか一項に記載の情報提供

装置において、所定の条件に基づいて、前記部分領域に割当てられた提供者

を変更する割当変更手段を備えることを特徴とする。

[001 5] この発明によれば、既に部分領域に割当てられた提供者をその後の状況変

化に応 じて適宜変更することができる。

[001 6] 請求項 5 に記載の発明は、請求項 4 に記載の情報提供装置において、前記

部分領域の指定回数を前記部分領域毎に記憶する指定回数記憶手段を備え、

前記割当変更手段は、前記指定回数が閾値を超えた部分領域に割当てられた



提供者を変更することを特徴とする。

[001 7] この発明によれば、閾値を超えた部分領域以外の部分領域に割当てられて

いた提供者に対応する情報についても表示され易 くすることができる。

[001 8] 請求項 6 に記載の発明は、広告表示領域を含む表示データをネッ トワー ク

を介 して端末装置へ提供するコンピュータにより実行される情報提供方法で

あって、前記広告表示領域に含まれる部分領域を特定するための部分領域特

定情報と、商取引対象物を提供する提供者を特定するための提供者特定情報

と、を前記部分領域毎に対応付けて記憶するステップと、前記広告表示領域

を含む表示データを前記端末装置に送信するステップと、前記広告表示領域

における指定された位置情報を前記端末装置から取得するステツプと、前記

取得された位置情報を含む前記部分領域を特定するステツプと、前記部分領

域特定手段により特定された部分領域に対応する部分領域特定情報に基づい

て前記提供者を特定 し、該特定された提供者に対応する情報の前記端末装置

への送信制御を行うステツプと、を含むことを特徴とする。

[001 9] 請求項 7 に記載の発明は、広告表示領域を含む表示データをネッ トワー ク

を介 して端末装置へ提供するコンピュ一タを、前記広告表示領域に含まれる

部分領域を特定するための部分領域特定情報と、商取引対象物を提供する提

供者を特定するための提供者特定情報と、を前記部分領域毎に対応付けて記

憶する部分領域情報記憶手段と、前記広告表示領域を含む表示データを前記

端末装置に送信する送信手段と、前記広告表示領域における指定された位置

情報を前記端末装置から取得する位置情報取得手段と、前記取得された位置

情報を含む前記部分領域を特定する部分領域特定手段と、前記部分領域特定

手段により特定された部分領域に対応する部分領域特定情報に基づいて前記

提供者を特定 し、該特定された提供者に対応する情報の前記端末装置への送

信制御を行う制御手段として機能させることを特徴とする情報提供プ口グラ

厶である。

[0020] 請求項 8 に記載の発明は、広告表示領域を含む表示データをネッ トワー ク

を介 して端末装置へ提供するコンピュ一タを、前記広告表示領域に含まれる



部分領域を特定するための部分領域特定情報と、商取引対象物を提供する提

供者を特定するための提供者特定情報と、を前記部分領域毎に対応付けて記

憶する部分領域情報記憶手段と、前記広告表示領域を含む表示データを前記

端末装置に送信する送信手段と、前記広告表示領域における指定された位置

情報を前記端末装置から取得する位置情報取得手段と、前記取得された位置

情報を含む前記部分領域を特定する部分領域特定手段と、前記部分領域特定

手段により特定された部分領域に対応する部分領域特定情報に基づいて前記

提供者を特定 し、該特定された提供者に対応する情報の前記端末装置への送

信制御を行う制御手段として機能させることを特徴とする情報提供プ口グラ

厶が記録された記録媒体である。

発明の効果

[0021 ] 本発明によれば、端末装置の広告表示領域において指定された位置を含む

部分領域を特定 し、該部分領域に対応する部分領域特定情報に基づいて前記

提供者を特定 し、該特定された提供者に対応する情報が端末装置へ送信され

るように構成 したので、一つの広告表示領域を複数の上記提供者 （広告主）

で共用する場合であっても、各提供者に割当てられた部分領域が指定される

確率を高め、各提供者に対応する情報を効率良く表示させることができる。

図面の簡単な説明

[0022] [ 図1]本実施形態に係る情報提供システム S の概要構成の一例を示す図である

[ 図2]本実施形態に係る情報提供サーバ 3 の概要構成例を示すプロック図であ

る。

[ 図3]各データベースに登録される情報の構成例を示す図である。

[ 図4]投稿情報データべ一ス 3 2 3 に登録された情報の一例を示す図である。

[ 図5]ある広告表示領域に含まれる部分領域の一例を示す図である。

[ 図6]情報提供サーバ 3 のシステム制御部 3 3 における広告コンテンツの設定

処理を示すフローチヤ一 卜である。

[ 図7] スコア算出要素から変換ボイン卜への変換テ一プルの一例を示す図であ



る。

[ 図8] 情報提供 サーバ 3 のシステム制御部 3 3 における情報提供処理 を示 す フ

口一チ ヤ一 卜であ る。

発明を実施するための形態

[0023] 以 下、 図面 を参照 して本発 明の実施形態 について説 明す る。 なお、以下 に

説 明す る実施 の形態 は、情報提供 システム に対 して本発 明 を適用 した場合 の

実施形態 であ る。

[0024] [ 1 . 情報提供 システムの構成 及び機 能概 要 ]

先 ず、本発 明の一実施形態 に係 る情報提供 システム S の構成 及び概 要機 能

について、 図 1 を用 いて説 明す る。

[0025] 図 1 は、本実施形態 に係 る情報提供 システム S の概 要構成 の一例 を示 す図

であ る。

[0026] 図 1 に示 す よ うに、情報提供 システム S は、複数 のユーザ端末 1 _ j ( j

= 1 ， 2 m ) と、複数 のW e b サ イ ト2 — k ( k = 1 ， n )

と、情報提供 サーバ 3 (情報提供装置 の一例 ） と、 を含 んで構成 されている

[0027] ユーザ端末 1 _ j 、 W e b サ イ ト2 _ k 、 及び情報提供 サーバ 3 は、 ネ ッ

卜ワー ク N W を介 して、例 えば、通信 プロ トコル に T C P / I P 等 を用 いて

相互 にデー タの送受信 が可能 にな っている。 なお、 ネ ッ トワー ク N W は、例

えば、 イ ンタ一ネ ッ ト、専用通信 回線 （例 えば、 C A T V (Commun i t y Anten

na Te lev i s i on) 回線 ）、移動体通信網 （基地局等 を含 む）、 及びゲー トゥェ

ィ等 によ り構築 されている。

[0028] ユーザ端末 1 _ j は、W e b ブラゥザ機 能 を有 してお り、W e b ブラウザ

によ り、W e b サ イ 卜2 _ k や情報提供 サーバ 3 にアクセス してW e b ぺ 一

ジ （表示画面 を構成 す る表示デー タの一例 ） を取得 し、該W e b ペ ージをデ

イス プ レイ上 に表 れた ウィ ン ドウ画面 内に表示 す るよ うにな っている。 なお

、 ユーザ端末 1 _ j と しては、例 えば、パ ー ソナル コン ピュー タ （P C ) 、

携帯電話機、携帯情報端末 （P D A ：Persona l D i g i t a l Ass i stant), 携 帯電



話 と携 帯情報端 末 を融 合 させ た携 帯端 末 （Smartphone) 、 又 は携 帯 ゲーム機

等 が適 用可能 であ る。 な お、 ユーザ端 末 1 _ j の ユーザ か らの操 作指示 を受

け付 けるため の操 作部 と して は、 キーボー ド、 マ ウス、 リモ コ ン、 タ ツチパ

ネル イ ンタ一 フェー ス等 の何 れ であ って も良 い。

[0029] W e b サ イ ト2 _ k は、 W e b サ ーバ、 ア プ リサ ーバ、 及びデ ー タベ ー ス

サ ーバ等 か ら構成 され て い る。 かか るW e b サ イ ト2 _ k は、 ユーザ端 末 1

- j の ウィ ン ドウ画面 に表 示 され るW e b ペ ー ジ と共 に、 該W e b ペ ー ジ を

通 じてユーザ （投稿者 ） によ り投稿 （W e b ペ ー ジ上 で入力又 は選択 ） され

た投稿情報 を登録 す るサ イ 卜であ る。 この よ うなW e b サ イ ト2 _ k と して

は、 プ ログサ イ 卜、 S N S (Soc i a l Network i ng Serv i ce) サ イ 卜 （コ ミュニ

テ ィサ イ ト）、 ミニ プ ログサ イ ト （ツイ ッタ一 （T W I T T E R (登 録商標

) ) サ イ ト）、 レビューサ イ 卜、 クチ コ ミサ イ 卜、商 品販 売サ イ 卜 （シ ョッ

ビングサ イ 卜）、旅 行 予約 サ イ 卜、 宿 泊予約 サ イ 卜、施 設利 用予約 サ イ 卜等

が一例 と して挙 げ られ る （各 サ イ 卜の U R L (Un i form Resource Locator)

は互 い に異 な る）。

[0030] こ こで 、 投稿情報 の一例 と して は、商 取 引対象物 に対 す る記事、 コ メ ン ト

、 ひ とこと、 つぶ や き （Tweet) 、 クチ コ ミ、 レビュー、 評価 （点数 ）等 の情

報 が挙 げ られ る。商 取 引対象物 とは、商 品やサ ー ビス （旅 行、 宿 泊、 美容、

遊戯施 設等 のサ ー ビス）等 の商 取 引の対象 とな るもの をい う。 な お、 以 下 の

説 明 において は、 主 と して、商 品 を例 に とって説 明す る。

[0031 ] 投稿情報 の一例 と しての記事、 コメ ン ト、 ひ とこと、 つぶ や き、 クチ コ ミ

、 及び レビュー は、例 えば、 ユーザ が操 作 キ一 を操 作 す る ことによ り入力 さ

れ た文字 列 であ る ことが一般 的であ り、 画像 を伴 う場合 もあ る。 また、 評価

は、例 えば複数 （例 えば、 5 ) 段 階 に分 け られ た点数 の 中か らユーザ がマ ウ

ス を操 作 （又 は、 タ ツチパ ネル上 で タ ップ操 作 ） す る ことによ り選択 され た

点数 であ る ことが一般 的であ る。 また、 投稿情報 が レビューサ イ ト、 クチ コ

ミサ イ 卜、 又 は商 品販 売サ イ 卜等 に登録 され た クチ コ ミゃ レビューの場合、

当該投稿情報 には、他 のュ一ザ による当該 クチ コ ミゃ レビューの閲覧数 等 の



情報が含まれる。また、投稿情報がプログサイ トに登録された記事の場合、

当該投稿情報には、他のュ一ザによる当該記事の閲覧数、他のュ一ザによる

当該記事への返信 （他のユーザによりコメン トされた）数、他のユーザによ

る当該記事への被 リンク （リンクされた）数 （公知のリファラにより判定さ

れる）、他のュ一ザによる当該記事への被 トラックバック （トラックバック

された）数等の情報が含まれる。また、投稿情報がミニプログサイ トに登録

されたつぶやきの場合、当該投稿情報には、他のュ一ザによる当該つぶやき

の閲覧数、当該つぶやきのフォロワ一数、当該つぶやきのリツイ一 卜数、他

のユーザによる当該つぶやきへの被 リンク数等の情報が含まれる。なお、フ

才ロワ一数とは、他のユーザ （フ才ロワ一）からフォロー （当該つぶやきが

フ才ロワ一へ自動発信）されている数をいう。また、 リツイ一 卜数とは、他

のユーザにより当該つぶやきが引用されて投稿されている数をいう。なお、

投稿情報には、多数のュ一ザに配信されるメールマガジン等からの送客数 （

クエリス トリング等により送客元のユーザが判定される）が含まれても良い

。以上の投稿情報は、情報提供サーバ 3 により取得される。

[0032] 次に、情報提供サーバ 3 は、例えば、W e b サーバ、アプリサーバ、及び

データベースサーバ等の機能を有する 1又は複数のサーバコンピュータから

なり、情報提供サイ トを構成する。この情報提供サイ トは、プログサイ ト、

S N S サイ ト、ミニプログサイ ト、 レビューサイ ト、クチコミサイ ト、商品

販売サイ 卜 （ショッピングサイ 卜）、旅行予約サイ 卜、宿泊予約サイ 卜、施

設利用予約サイ 卜等の何れであっても良い。また、この情報提供サイ 卜は、

例えば、上記W e b サイ 卜2 _ k のうちのW e b サイ 卜2 _ 1 中に含まれる

ものであっても良いし、W e b サイ ト2 _ 1 と連携する （例えば、同一事業

者により運営される）ものであっても良い。

[0033] 図 2 は、本実施形態に係る情報提供サーバ 3 の概要構成例を示すプロック

図である。

[0034] 図 2 に示すように、情報提供サーバ 3 は、通信部 3 1、記憶部 3 2 、及び

システム制御部 3 3 等を備える。



[0035] 通信部 3 は、ネッ 卜ワーク N W に接続 して、ユーザ端末 1 _ j やW e b

サイ ト2 _ k との間の通信状態を制御する。

[0036] 記憶部 3 は、例えばハ 一 ドデ ィスク ドライプ等により構成 されてお り、

才ペ レ一テ ィングシステム、及びアプ リケーシ ョンプログラム （本発明の情

報提供 プログラム等を含む）を記憶する。なお、本発明の情報提供 プロダラ

厶は、例えば、他のサーバか らネッ トワーク N W を介 してダウンロー ドされ

るように しても良い し、 C D — R O M等の記録媒体に記録 されて ドライブを

介 して読み込 まれるように しても良い。

[0037] また、記憶部 3 2 には、種 々のコンテ ンツを表示するためのW e b ページ

(広告表示領域 を含む表示データの一例）を構成する構造化文書 （例えば、

H T M L (Hyper Text Markup Language) 文書や X H T M L 文書等）フアイ

ル、及び画像 ファイル等が記憶 されている。W e b ページに配置される各 コ

ンテ ンッは、例えば、テキス ト、静止画像、及び動画像の少な くとも何れか

—つか ら構成 される。 また、 コ ンテ ンツ には、ユーザが所望する本来のコン

テ ンッ （例えば、ネッ ト市場における検索結果を含むコンテ ンツ）や、バナ

—等の広告用のコンテ ンツ （以下、 「広告コンテ ンツ」 という）など様 々な

コンテ ンツがある。W e b ページにおける各 コンテ ンツのサイズ及び配置位

置等は、上記構造化文書内に定義 される。

[0038] そ して、本実施形態では、後述するように、広告 コ ンテ ンツ と して広告表

示対象 となる商品は、上述 した投稿情報 に基づいて動的に決定される。 また

、 このような広告コンテ ンツを表示するW e b ページの広告表示領域 には、

情報提供サイ 卜への リンク情報が設定される。

[0039] また、記憶部 3 2 には、店舗情報データべ一ス （D B ) 3 2 1 、及び投稿

情報データべ一ス （D B ) 3 2 2 、部分領域情報データべ一ス 3 2 3 (部分

領域情報記憶手段の一例）、及び利用希望店舗情報データベース 3 2 4 等が

構築 されている。

[0040] 図 3 は、各データベースに登録 される情報の構成例 を示す図である。

[0041 ] 図 3 ( A ) に示す店舗情報データベース 3 2 1 には、情報提供サーバ 3 か



ら提供 されるネ ッ 卜市場 に出店登録 された店舗の店舗 I D 、店舗名、住所、

電話番号、 メール ア ドレス、 店舗ページの U R L 、及び取扱商品の商品情報

等の店舗情報が店舗毎 に対応付 け られて登録 される。 こ こで、 店舗 I D は、

商品を提供する提供者 と しての店舗 を特定するための提供者特定情報の一例

である。取扱商品の商品情報 には、店舗で販売 している各商品の商品 I D 、

商品名、商品コー ド （例 えば、 J A N コー ド）、商品説明 （商品スペ ックや

商品特徴等）、商品画像データ、販売価格情報、及び在庫情報等が含 まれる

[0042] 図 3 ( B ) に示す投稿情報データベース 3 2 2 には、各商品の商品 I D 、

投稿 日付、投稿情報、及び投稿情報取得先サイ 卜 （W e b サイ ト2 _ k ) の

U R L 等の情報が対応付 け られて登録 される。図 4 は、投稿情報データべ一

ス 3 2 2 に登録 された情報の一例 を示す図である。図 4 に示す例では、 1 つ

の商品 （例 えば、商品 I D が "S00001 " ) に対 しては複数の レコー ド （図 4

の例では、 1 レコー ド= 1 行）が登録 されている。 この レコー ド数 をカウン

卜すれば商品毎の投稿数 を算出することがで きる。 また、図 4 に示す投稿情

報 には、記事、つぶや き、 クチコミ、 レビュ一、評価、及び閲覧数等の情報

のほか、投稿 日付 （この例では、投稿 された年月日時）が含 まれている。

[0043] 図 3 ( C ) に示す部分領域情報データベース 3 2 3 には、部分領域の領域

D、部分領域の座標情報、部分領域 に割当て られた店舗の店舗 I D 、及び

部分領域の利用料金情報等が部分領域毎 に対応付 け られて登録 される。

[0044] ここで、部分領域 とは、広告 コンテ ンツが表示 されるW e b ページの広告

表示領域 における一部の領域 をいう。つまり、広告表示領域 は、複数の部分

領域か ら構成 される。図 5 は、ある広告表示領域 に含 まれる部分領域の一例

を示す図である。図 5 ( A ) に示す例では、各部分領域 は、広告表示領域 R

が矩形状 に分割 された各矩形領域 （A ~ E ) か らな り、各部分領域 A ~ E の

サイズ （矩形領域の面積）は互いに異な っている。なお、各部分領域の うち

、少な くとも 2 つ以上の部分領域のサイズを同一 と しても良い。 また、部分

領域の形状 は特 に限定されるものではな く、三角形、五角形以上、 円形等で



あ って も良い。 また、部分領域 の数 （図 5 ( B ) の例 では、 5 つ） も特 に限

定 され るものではな く、幾 つであ って も良い。

[0045] 一方、 図 5 ( B ) に示 す例 では、各部分領域 は、複数 ピクセル単位 （例 え

ば 4 ピクセル単位 ）か らな る ドッ 卜領域 の集合 か らな り、部分領域毎 に ドッ

卜領域 の配分率 （広告表示領域 R において ドッ ト領域 が 占め る割合）が互 い

に異 な っている。例 えば、 図 5 に示 す部分領域 A の ドッ ト領域 は、 〇印で表

されてお り、 この ドッ ド領域 は配分率 5 0 % で広告表示領域 内 R に散 りばめ

られている。 また、各部分領域 A ~ E のサ イズ （集合 す る各 ドッ ト領域 の面

積 の総和） は互 いに異 な っているが、各部分領域 の うち少な くとも 2 つ以上

の部分領域 のサ イズを同一 と して も良い。 また、部分領域 の数 （図 5 ( B )

の例 では、 5 つ） は特 に限定 され るものではな く、幾 つであ って も良い。 な

お、 図 5 ( B ) に示 す例 では、説 明の便宜上、各 ドッ ト領域 間 に隙間があ る

が実際 には隙間無 く埋 め られている。

[0046] また、部分領域 の領域 I D は、部分領域毎 に異 な る識別情報 であ り、各部

分領域 の領域 I D 中には、広告表示領域 の領域 I D が含 まれている。例 えば

、広告表示領域 の領域 I D が 「x0001 」であ る とす る と、 当該広告表示領域 に

含 まれ る各部分領域 の領域 I D は、 「χ0001 - 1」 , 「χ0001 - 2」 , 「χ0001 - 3」

と して表 され る。

[0047] また、部分領域 の座標情報 は、部分領域 を特 定す るための部分領域特 定情

報 の一例 であ る。例 えば、部分領域 が矩形領域 であ る場合 には、 当該矩形領

域 における対角 の 2 ポイ ン トの座標 （x ， y ) を一対 （或 いは、部分領域 の

輪郭上 の複数 の座標 で も良い） と して部分領域 の座標情報 とす る ことがで き

る。 また、部分領域 が ドッ ト領域 の集合 であ る場合 には、各 ドッ ト領域 の座

標 （各 ピクセル の座標 ） を当該部分領域 の座標 とす る ことがで きる。

[0048] また、各部分領域 には、後述 す る部分領域割 当処理 によ り夫 々異 な る店舗

が割 当て られ るよ うにな つてお り、割 当て られた店舗 の店舗 I D が部分領域

の領域 I D に対応付 け られて登録 され る。

[0049] また、部分領域 の利用料金情報 には、部分領域 に対 して設定 された利用料



金 （例えば、 1 ヶ月の利用料金）が示される。 この利用料金情報に基づき店

舗に対する課金処理が行われる。 この利用料金は、部分領域毎に異なってお

り、例えば、部分領域のサイズが大きいほど高い利用料金が設定される。 ま

た、利用料金は、広告表示領域における部分領域の位置に応 じて設定される

(例えば、ユーザにより指定されやすい位置ほど利用料金が高い）ように構

成 しても良い。 また、利用料金は、W e b ページの開設者やサイ トの運営者

等によって予め決め られた固定料金であっても良い し、広告表示領域の利用

を希望する各店舗により提示された入札額に応 じて変動する変動料金であつ

ても良い。

[0050] 図 3 ( D ) に示す利用希望店舗情報データベース 3 2 4 には、広告表示領

域又は部分領域の領域 I D 、利用を希望する店舗の店舗 I D 、及び利用料金

情報等が対応付けられて登録される。例えば、部分領域の利用料金が固定料

金 （店舗の負担額）である場合、利用を希望する各店舗の店舗 I D 及び固定

料金を示す利用料金情報が部分領域の領域 I D に対応付けられて登録される

。 また、部分領域の利用料金が変動料金である場合、利用を希望する各店舗

の店舗 I D 及び変動料金 （例えば入札額）を示す利用料金情報が広告表示領

域の領域 I D 又は部分領域の領域 I D に対応付けられて登録される。 このよ

うに登録された店舗の中か ら、部分領域に割当て られる店舗が部分領域毎に

決定されることになる。

[0051 ] シ ステ ム制御部 3 3 は、 C P U (Cent r a l Process i ng Un i t ) R O M (Re

ad On Ly Memory) 、及び R A M (Random Access Memory) 等により構成され

ている。そ して、システ ム制御部 3 3 は、 C P U が、 R O M や記憶部に記憶

された各種 プログラムを読み出 し実行することにより、本発明の送信手段、

位置情報取得手段、部分領域特定手段、制御手段、領域割当手段、及び割当

変更手段 として機能 し、後述する処理を行 うようになっている。

[0052] [ 2 . 情報提供システ ム S の動作]

次に、本実施形態に係る情報提供システ ム S の動作について説明する。

( 2 . 広告表示領域の利用を希望する店舗の募集動作）



先ず、例えば情報提供サイ 卜を通 じて広告表示領域の利用を希望する店舗

の募集動作について説明する。

[0053] 利用料金が固定料金の場合の募集動作では、店舗の端末で入力された店舗

D等を用いて情報提供サイ 卜にログイン後、例えば広告表示領域において

予め設定された各部分領域及び各部分領域に設定された利用料金を示す情報

等を表示するW e b ページが当該店舗の端末に送信され、W e b ブラウザに

より表示される。このように表示されたW e b ページ上には、例えば、図 5

( A ) 又は図 5 ( B ) に示すように、各部分領域が視認可能に表示される。

そして、店舗の管理者が利用を希望する部分領域を選択 （例えば、ラジオボ

タンをチェック） して応募ボタンを指定 （例えばマウスによりクリック操作

、又はタツチパネル上を指等でタップ操作）すると、選択された部分領域を

示す情報が当該店舗の端末から情報提供サーバ 3 に送信され、当該店舗の店

舗 I りが、上記選択された部分領域の領域 I D及び固定料金を示す利用料金

情報に対応付けられて利用希望店舗情報データべ一ス3 2 4 に登録される。

[0054] 一方、利用料金が変動料金の場合の募集動作 （例 1 ) では、店舗の端末で

入力された店舗 I D等を用いて情報提供サイ 卜にログイン後、例えば、広告

表示領域において予め設定された各部分領域を示す情報及び入札額の入力欄

等を表示するW e b ページが当該店舗の端末に送信され、W e b ブラウザに

より表示される。なお、入力欄に入力できる金額はネット才一クシヨンのよ

うに、現在の最高入札額より大きい入札額 しか入力できないように構成 して

も良い。そして、店舗の管理者が利用を希望する部分領域を選択すると共に

入力欄に入力額を入力 して応募ボタンを指定すると、選択された部分領域及

び入力された入札額を示す情報が当該店舗の端末から情報提供サーバ 3 に送

信され、当該店舗の店舗 I D及び上記入力された入札額を示す利用料金情報

が、上記選択された部分領域の領域 I D に対応付けられて利用希望店舗情報

データベース3 2 4 に登録される。

[0055] 一方、利用料金が変動料金の場合の募集動作 （例 2 ) では、店舗の端末で

入力された店舗 I D等を用いて情報提供サイ 卜にログイン後、例えば、広告



表示領域を示す情報及び入札額の入力欄等を表示するW e b ページが当該店

舗の端末に送信され、W e b ブラウザにより表示される。そして、店舗の管

理者が入力欄に入力額を入力 して応募ボタンを指定すると、入力された入札

額を示す利用料金情報が当該店舗の端末から情報提供サーバ 3 に送信され、

当該店舗の店舗 I D及び上記入力された入札額が、上記広告表示領域の領域

D に対応付けられて利用希望店舗情報データべ一ス3 2 4 に登録される。

[0056] ( 2 . 2 . 広告コンテンツの設定動作）

先ず、広告コンテンツの設定動作について、図 6 を用いて説明する。

[0057] 図 6 は、情報提供サーバ 3 のシステム制御部 3 3 における広告コンテンツ

の設定処理を示すフローチヤ一 卜である。この広告コンテンツの設定処理は

、例えばオペ レータからの指示があつたとき、監視 している投稿数や閲覧数

等が閾値を超えたとき、又は情報提供サイ 卜にアクセスされたユーザ端末 1

_ j からW e b ページの要求が受信されたときに開始される。また、この広

告コンテンツの設定処理は、設定 した時刻 （又は設定 したタイマ）にしたが

つて所定時間毎 （例えば、 4 8 時間毎）に、開始されるように構成 しても良

い。

[0058] 図 6 に示す処理が開始されると、システム制御部 3 3 は、W e b サイ ト2

_ k に登録されている投稿情報を取得する （ステップS 1 ) 。例えば、シス

テム制御部 3 3 は、投稿情報の取得先となる 1以上のW e b サイ ト2 _ k の

U R L を予め設定 しておき、当該 U R L にしたがってW e b サイ 卜2 _ k へ

アクセスし該W e b サイ 卜2 _ k のW e b サーバから投稿情報を取得する。

[0059] 以上のようにして、例えば、プログサイ ト、ミニプログサイ ト、 レビュー

サイ ト、クチコミサイ ト、及び商品販売サイ ト等から、記事、コメン ト、つ

ぶやき、クチコミ、 レビュ一、評価等を含む投稿情報が取得される。

[0060] 次いで、システム制御部 3 3 は、取得 した投稿情報に基づいて、例えば店

舗情報データベース3 2 から商品を特定する処理を行う （ステップS 2 )

。例えば、投稿情報に係る文字列から商品名又は商品コー ドが抽出され、該

抽出された商品名又は商品コ一 ドが店舗情報データベース3 2 に登録され



ている （つまり、取扱商品の商品情報 に含 まれている）場合 には、 当該商品

名又は商品コー ドに対応する商品 （商品 I D ) が特定される。或いは、予め

設定された商品の レビュ一等の入力欄 にユ ーザが レビューを入力するような

W e b ページの場合、 当該W e b ページの入力欄 に対応付 け られて記述 され

ている商品名や商品 コ一 ドが抽出され、該抽出された商品名又は商品 コ一 ド

が店舗情報データべ一ス 3 に登録 されている場合 には、 当該商品名又は

商品コー ドに対応する商品 （商品 I D ) が特定される。なお、商品の特定は

、店舗情報データベース 3 2 1 以外のデータベース （例 えば、発売前の商品

の情報が登録 されたデータベースな ど）が参照 されることによ り行われても

良い。

[0061 ] 次 いで、 システム制御部 3 3 は、上記ステ ツプ S 2 で商品を 1 以上特定で

きたか否かを判定する （ステ ップ S 3 ) 。 そ して、 システム制御部 3 3 は、

商品を 1 以上特定で きた場合 （ステ ップ S 3 ：Y E S ) 、特定 した商品の商

品 I D 、投稿情報、及び投稿情報の取得先サ イ 卜の U R L 等の情報 を商品毎

( 1 レコー ド毎）に対応付 けて投稿情報データべ一ス 3 2 2 に登録 し （ステ

ップ S 4 ) 、 ステ ップ S 5 に進む。 ここで、新たに登録 される レコー ドに含

まれる商品 I D 、投稿 日付、及び文字列 と、投稿情報データベース 3 2 2 に

既 に登録 されている レコー ドに含 まれる商品 I D 、投稿 日付、及び文字列 と

が同一である場合、既 に登録 されている レコー ドが、新たな レコー ドによ り

更新 （例 えば上書 き）される （この とき、 当該 レコー ドに含 まれる閲覧数等

に変化があれば更新 される）。一方、 シ ステ ム制御部 3 3 は、商品を 1 つも

特定で きない場合 （ステ ップ S 3 ：N O ) 、 そのままステ ップ S 5 に進む。

[0062] 次 いで、 ステ ップ S 5 において、 シ ステ ム制御部 3 3 は、投稿情報データ

ベ ー ス 3 2 2 を参照 し、投稿 日付が、現時点か ら過去所定期間前 （例 えば、

1 週間前）の時点 までの期間 丁内にある商品 （例 えば、最近 1 週間内で投稿

情報が投稿 された商品）の レコー ドを抽出 し、 当該抽出 した レコー ドの数が

、所定数 （例 えば、 1 0 ) 以上の商品があるか否かを判定する。 そ して、 シ

ステム制御部 3 3 は、上記抽出 した レコ一 ドの数が所定数以上の商品がある



と判定 した場合 （ステ ップ S 5 ：Y E S ) 、 ステ ップ S 6 に進み、上記抽出

した レコ一 ドの数が所定数以上の商品がないと判定 した場合 には （ステ ップ

S 5 ：N O ) 、 図 6 に示す処理 を終 了する。 このステ ップ S 5 によ り、最近

、ユーザ間である程度注 目されている商品の レコー ドを抽出することがで き

る。例 えば、商品 の レコー ドが全部で 1 0 0 あると し、 その中で、投稿 日

付が上記期間 Τ 内にある レコー ドの数が 1 0 (上記所定数以上の条件 を満た

す）である場合、 この商品 の 1 0 の レコー ドが抽出され、 ステ ップ S 6 以

降の処理で使用されることになる （言い換 えれば、 この期間 Τ よ り過去 に投

稿 された レコー ドは抽出対象外 となる）。一方、例 えば、商品 の レコー ド

が全部で 1 0 0 あると し、 その中で、投稿 日付が上記期間 Τ 内にある レコ一

ドの数が 9 (上記所定数以上の条件 を満たさない）である場合、 この商品

の レコー ドは、図 6 に示す処理で使用されない。なお、 このステ ップ S 5 の

処理 において、現時点か ら過去所定期間前の時点 までの期間内に限 らず、過

去 に投稿情報データベース 3 2 2 に登録 された全ての レコ一 ドを抽出するよ

うに構成 しても良い。

[0063] 次 いで、 ステ ップ S 6 において、 システム制御部 3 3 は、 レコー ドの数が

所定数以上である商品 （商品 I D ) 毎 に、上記抽出された各商品の レコー ド

に含 まれる投稿情報 に基づいて、各商品の注 目度 と してのスコアを算出する

。 このスコアの算出方法の例 と しては、以下の （a ) ~ ( d ) が挙 げ られる

[0064] なお、 このスコアの算出において、上述 した、商品に対する投稿数、閲覧

数、返信数、被 リンク数、被 トラックバ ック数、 フォロワ一数、及び リツィ

— 卜数 を、夫々、 「スコア算出要素」 という。 これ らのスコア算出要素 に示

される数が多ければ多いほど、 その商品が注 目されていると言える。 ここで

、商品に対する投稿数 は、上記抽出された商品の レコー ドの数 を、商品毎 に

カウン 卜することによ り得 られる。例 えば、図 4 に示す商品 I D "S00001 "

の商 品に対する投稿数 は、 当該商品 I D を含む レコー ドの数 となる。 また、

商品に対する返信数 は、上記抽出された商品の各 レコ一 ドに含 まれる返信数



を、商 品毎 に合計することによ り得 られ る。例 えば、 図 4 に示す商 品 I D " S

00001 " の商 品 に対する返信数 は、 当該商 品 I D を含 む各 レコー ドに含 まれ る

各返信数 の和 となる （被 リンク数、被 トラ ックバ ック数、 フ ォ ロワ一数、及

び リツイ一 卜数 についても同様）。

[0065] ( a ) ス コ ア算 出要素 を用いた算 出方法

この場合、 シ ス テ ム制御部 3 3 は、 予め選択 された 1 つのスコア算 出要素

(例 えば、投稿数、 閲覧数、返信数、被 リン ク数、及び フ ォ ロ ワ一数等の う

ちの何れか 1 つの要素）、又 は予め複数選択 された各 スコア算 出要素の合計

(例 えば、投稿数 と閲覧数 の合計。 その他 の 2 つ以上の要素の合計でも良い

) をス コアと して算 出する。或 いは予め選択 された複数 のスコア算 出要素の

各 々をスコアと して算 出 しても良い （この場合、例 えば投稿数 が第一スコア

とな り、 閲覧数 が第二スコアとなる）。 ここで、 どのスコア算 出要素が選択

されても良いが、投稿情報 の種別 （記事、 コメン ト、ひ とこと、 つぶや き、

クチ コミ、 レビュー、評価等の種別） によっては得 られない要素 もあるので

、 どの種別 によっても得 られ る投稿数や閲覧数 を選択することが望 ま しい。

( a ) の算 出方法 によれば、迅速 にスコアを算 出することがで きる。 ところ

で、 有名人が投稿者 であ る場合、 この 人 の フ 才 ロ ワ一数 （この 人 を フ ォ ロー

しているユーザの数）は何千〜何万 にも昇 る。 したが って、 フ 才 ロワ一数、

又 は フ 才 ロワ一数 を含んだ各 スコア算 出要素の合計 をスコアと して算 出する

場合、有名人が投稿者 とな った商 品のスコア （注 目度）は、一気 に上昇する

ことになる。 このようにフ 才 ロワ一数 を用いてスコアを算 出する方法 は、投

稿者毎 に異 なる下駄 をはかせ る意味で有効 であ り、将来的に多 くの人か ら注

目を集め る可能性 が高い （つ ま り、有名人が注 目 しているので他 の人 も注 目

する可能性 が高い）商 品のスコアを高め ることがで きる （この結果、後述す

るステ ップ S 7 で注 目商 品 と して決定 され易 くなる）。

[0066] な お、例 えばアクセスランキ ングの上位 に位置する人気のあるプログぺ一

ジゃ予め設定 された プロガーな どの プログページか ら取得 された投稿情報 に

基づ き得 られた閲覧数等のスコア算 出要素 には他 よ り大 きな重み付 け係数 （



例えば、 2 ) を乗算 （通常のW e b ページから取得された投稿情報に基づき

得 られたスコア算出要素には、重み付け係数 " 1 " を乗算） してから、スコ

ァ算出要素の合計を算出するように構成すれば、より精度の高いスコアを算

出することができる。また、投稿数については、例えばアクセスランキング

の上位に位置する人気のあるプログページや予め設定されたプロガーなどの

プログページから取得された投稿情報が含まれるレコ一 ドには他より大きな

重み付け係数 （例えば、 2 ) を乗算 してから、 レコー ドをカウン 卜する （つ

まり、他より大きな重み付け係数が乗算されたレコー ドは 1 カウン 卜される

のではなく2 カウン 卜される）ように構成すれば、より精度の高いスコアを

算出することができる。

[0067] ( b ) スコア算出要素の変換ポイン トを用いた算出方法

この場合、システム制御部 3 3 は、予め複数選択された各スコア算出要素

の変換ポイン トの合計をスコアとして算出する。図 7 は、スコア算出要素か

ら変換ボイン 卜への変換テ一プルの一例を示す図である。図 7 に示すように

、同 じ変換ポイン トを得るのに必要な件数がスコア算出要素毎に異なってい

る。例えば 2 0 p (ボイン 卜）を得るためには、投稿数では 「1 0 0 1 ~ 2

0 0 0 件」必要であるのに対 し、被 リンク数では 「2 1 ~ 4 0 件」あれば良

し、。 システム制御部 3 3 は、選択された各スコア算出要素を、 R A M等に記

憶された変換テ一プルを参照することで変換ボイン 卜に変換 し、変換 した変

換ポイン トの合計をスコアとして算出することになる。 （b ) の算出方法に

よれば、商品の注目度における各スコア算出要素の寄与割合 （重み）を考慮

してスコァが算出されるので、精度の高いスコアを算出することができる。

[0068] なお、例えばアクセスランキングの上位に位置する人気のあるプログぺ一

ジゃ予め設定されたプロガーなどのプログページから取得された投稿情報に

基づき得 られた変換ポイン トには他より大きな重み付け係数 （例えば、 2 )

を乗算 （通常のW e b ページから取得された投稿情報に基づき得 られた変換

ポイン トには、重み付け係数 " 1 " を乗算） してから、各変換ポイン トの合

計を算出するように構成すれば、より精度の高いスコアを算出することがで



きる。

( c ) 投稿情報の内容 を用いた算出方法

この場合、 システム制御部 3 3 は、投稿情報 に含 まれる評価 （点数）及び

文字列 （商取引対象物 に対する評価 に関する情報の一例）の少な くとも何れ

か一方 に基づ き得 られた評価ボイン 卜の合計 をスコアと して算出する。評価

の場合、評価 そのままの点数、或いは点数 に所定の係数 を掛 けた点数が評価

ポイン トと して得 られる。一方、文字列の場合、 当該文字列中に、所定のヮ

— ド （語） リス トに登録 されたワー ド （セ ンテ ンス （文章）でも良い）が含

まれている場合、 当該 ヮ一 ドに対応する評価ポイン 卜が当該 ヮ一 ドリス 卜か

ら得 られる。 このヮ一 ドリス 卜には、例 えば、ポジテ ィブ （肯定的）なヮ一

ドとネガテ ィプ （否定的）なヮ一 ドが登録 されてお り、ポジテ ィプなワー ド

にはブラスの評価ポイン 卜が対応付 け られている一方、 ネガテ ィプなワー ド

にはマイナスの評価ポイン トが対応付 け られている。例 えば、ポジテ ィブな

ワー ドと評価ポイン 卜の例 と しては、 「操作性が良い→評価ポイン 卜 ：+ 2

」、 「大満足→評価ボイン 卜 ：+ 3 」、 「お勧めの →評価ボイン 卜 ：

+ 3 」等が挙 げ られ、 ワー ド毎 に対応付 け られる評価ポイン トが異なる （文

章 についても同様）。一方、 ネガテ ィプなワー ドと評価ポイン 卜の例 と して

は、 「値段が高い→評価ボイン 卜 ：— 1 」、 「機能が少ない→評価ボイン 卜

：_ 1 」、 「いまいち→評価ポイン 卜 ：_ 2 」等が挙 げ られ、 ヮ一 ド毎 に対

応付 け られる評価ポイン トが異なる。なお、投稿情報 は、様 々な人によ り表

現 されるため、例 えば、 その前後のワー ドの繋が り （修飾関係）によっては

、ポジテ ィプであ つた り、 ネガテ ィプであ つた りする場合がある。例 えば、

「音質がよ くない」 という文における 「よ くない」はネガテ ィブなワー ドで

あると評価で きる一方、 「音質がよ くない ？」 という文における 「よ くない

」は 「？」が付加 されていることか らポジテ ィプなワー ドであると評価で き

ることもある。 そこで、 ネガテ ィブであるかポジテ ィブであるかの極性判定

を行い学習させることで、 ヮ一 ドリス 卜に登録 されるヮ一 ドをポジテ ィプで

あるか、 ネガテ ィブであるかを振 り分 けるように構成 （つまり、 ヮ一 ドリス



卜に登録 されるヮ一 ドの極性 を固定にするのではな く学習によ り変動可能 と

する）すれば、 よ り効果的である。なお、上記極性判定については公知の技

術 を適用で きるので、詳 しい説明を省略する。 そ して、 シ ステ ム制御部 3 3

は、 レコ一 ドの投稿情報 に含 まれる文字列を例 えば形態素解析な どによ り所

定の長 さのワー ド （例 えば、形態素 （言語で意味を持つ最小単位））に分割

した後 に、 当該 ワー ド又はワー ドの組合せが、 ヮ一 ドリス 卜に登録 されてい

るか否かを確認 し、登録 されている場合 には、対応する評価ポイン トをヮ一

ドリス 卜か ら得 る （上記抽出された レコー ド毎 に抽出） ことになる。なお、

1 つの レコー ド内の投稿情報 に含 まれる文字列中に、 ヮ一 ドリス 卜登録 され

ているヮ一 ドが複数含 まれている場合、各 ヮ一 ドに対応する評価ボイン 卜の

合計 （更に、投稿情報 に評価 も含 まれている場合、評価 に対応する点数が加

算 される）が当該 レコー ドに対応する評価ポイン トと して得 られる。 また、

1 つの レコー ド内の投稿情報 に含 まれる文字列中に、 ヮ一 ドリス 卜登録 され

ているヮ一 ドが 1 つも含 まれていない場合、 当該 レコ一 ドに対応する評価ポ

イン 卜は " 0 " と して得 られる。 そ して、 システム制御部 3 3 は、各 レコ一

ドに対応する評価ボ ンイ トを商品毎 に合計 してスコアを算出することになる

。 （c ) の算出方法 によれば、投稿者の商品に対する意見や思い入れ等 を考

慮 してスコアが算出されるので、 よ り精度の高いスコアを算出することがで

きる。

[0070] なお、例 えばアクセスランキングの上位 に位置する人気のあるプログぺ一

ジゃ予め設定された予め設定されたプロガーな どのプログページか ら取得 さ

れた投稿情報 に基づ き得 られた評価ボイン 卜には他 よ り大 きな重み付 け係数

(例 えば、 2 ) を乗算 （通常のW e b ページか ら取得 された投稿情報 に基づ

き得 られた評価ポイン トには、重み付 け係数 " 1 " を乗算） してか ら、各評

価ポイン トの合計 を算出するように構成すれば、 よ り精度の高いスコアを算

出することがで きる。

[0071 ] ( d ) スコア算出要素の伸び率 を用いた算出方法

この場合、 シ ステ ム制御部 3 3 は、予め選択 された 1 つのスコア算出要素



の所定期間 （例 えば、 5 日間）における伸び率、又は予め複数選択 された各

スコア算出要素の所定期間における伸び率の合計 をスコアと して算出する。

こ こで、 伸び率 は、例 えば、上記所定期間の最初の 日の投稿数で、最後の 曰

の投稿数 を割 った値 X 1 0 0 % と して算出される。 （d ) の算出方法 によれ

ば、投稿数等の伸び率 を考慮 してスコアが算出されるので、 よ り精度の高い

スコアを算出することがで きる。

[0072] なお、 よ り精度の高いスコアを得 るために、上記 （a ) 〜 ( d ) の何れか

複数の算出方法 （例 えば、 （a ) の算出方法 と （c ) の算出方法が望 ま しい

) で得 られたスコアの合計 を、最終的なスコアと して算出するように構成 し

ても良い。 この場合、各算出方法で得 られたスコアに、重要度 に応 じた重み

付 け係数 を乗算 してか らそれ らの合計 を最終的なスコアと して算出すれば、

よ り精度の高いスコアを得 ることがで きる。なお、上記 （a ) ~ ( d ) 以外

の算出方法でスコアを算出するように構成 しても良い。

[0073] 以上のようにスコアが算出されると、 システム制御部 3 3 は、 当該算出 し

た各商品のスコアに基づいて広告表示対象 となる商品 （以下、 「注 目商品」

という）を決定 （商品 I D で決定）する （ステ ップS 7 ) 。例 えば、 システ

厶制御部 3 3 は、各商品のスコアを比較 してスコアが最 も高い商品を注 目商

品 と して決定する。

[0074] ところで、上記 （b ) の算出方法で、選択 された各スコア算出要素のスコ

ァ （例 えば、第一ス コ ア、 第二ス コ ア） が算出された場合、 シ ステ ム制御部

3 3 は、各スコア算出要素のスコア毎のランキングを決定 し、次 に、夫々の

ランキングにおける順位の和 （平均でも良い）を商品毎 に算出 し、次 に、 当

該順位の和 を比較 して当該順位の和が最 も小さい商品が注 目商品 と して決定

される。例 えば、商品 I D "S00001 " の商品に対する投稿数のスコアの順位

が 1 位で閲覧数のス コ アの順位が 3 位であると した場合、順位の和は " 4 "

(平均は 2 ) となる。

[0075] なお、上記決定された注 目商品の商品 I D と当該注 目商品のスコアは対応

付 け られて R A M 等 に記憶 される。



[0076] 次いで、システム制御部 3 3 は、上記ステップS 7 で決定された注目商品

を販売する店舗を決定 （店舗 I Dで決定）する （ステップS 8 ) 。例えば、

システム制御部 3 3 は、店舗情報データベース3 を参照 して、注目商品

の商品 I D を含む店舗情報に対応する店舗を決定する。或いは、システム制

御部 3 3 は、注目商品の商品 I D を含み、且つ注目商品の在庫有 りの店舗を

決定 しても良い。

[0077] 次いで、システム制御部 3 3 は、予め設定された広告表示領域に含まれる

部分領域八の店舗の割当て （対応付け）処理 （以下、 「部分領域割当処理」

という）を行う （ステップS 9 ) 。利用料金が固定料金の場合の部分領域割

当処理では、システム制御部 3 3 は、利用希望店舗情報データベース3 2 4

に登録されている部分領域の領域 I D に対応付けられた店舗 I Dのうち、上

記ステップS 8 で決定された店舗の店舗 I D を特定する。そして、システム

制御部 3 3 は、特定 した店舗 I Dが 1 つであれば、当該店舗 I D に対応する

店舗を当該部分領域に割当てる。一方、特定 した店舗 I Dが複数であれば、

その中から例えばランダムに店舗 I D を 1 つ選択 （或いは、上記決定された

注目商品を最安値で販売する店舗の店舗 I D を選択） し、選択 した店舗 I D

に対応する店舗を当該部分領域に割当てる。そして、システム制御部 3 3 は

、当該部分領域に割当てられた店舗の店舗 I D を、当該部分領域の領域 I D

に対応付けて部分領域情報データベース3 2 3 (部分領域の領域 I D、座標

情報、及び利用料金情報は事前に登録）に登録する。このような店舗の割当

て及び登録は部分領域毎に実行される。

[0078] 一方、利用料金が変動料金の場合の部分領域割当処理 （例 1 ) では、シス

テム制御部 3 3 は、利用希望店舗情報データべ一ス3 2 4 に登録されている

部分領域の領域 I D に対応付けられた店舗 I Dのうち、上記ステップS 8 で

決定された店舗の店舗 I D を特定する。そして、システム制御部 3 3 は、特

定 した店舗 I Dが 1 つであれば、当該店舗 I D に対応する店舗を当該部分領

域に割当てる。一方、特定 した店舗 I Dが複数であれば、その中から入札額

が最も高い店舗 I D を選択 し、選択 した店舗 I D に対応する店舗を当該部分



領域 に割当てる。 そ して、 シ ステ ム制御部 3 3 は、 当該部分領域 に割当て ら

れた店舗の店舗 I D を、 当該部分領域の領域 I D に対応付 けて部分領域情報

データベース 3 2 3 (部分領域の領域 I D 、及び座標情報 は事前 に登録）に

登録すると共 に、 当該部分領域 に割当て られた店舗の入札額 を当該部分領域

の利用料金情報 と して当該部分領域の領域 I D に対応付 けて部分領域情報デ

—夕べ一ス 3 2 3 に登録する。 このような店舗の割当て及び登録 は部分領域

毎 に実行 される。

一方、利用料金が変動料金の場合の部分領域割当処理 （例 2 ) では、 シ ス

テム制御部 3 3 は、利用希望店舗情報データべ一ス 3 2 4 に登録 されている

広告表示領域の領域 I D に対応付 け られている店舗 I D の うち、上記ステ ツ

プ S 8 で決定された店舗の店舗 I D を特定する （店舗 I D が複数特定される

ことが前提）。 そ して、 システム制御部 3 3 は、特定 した各店舗 I D に対応

付 け られている入札額 を比較 して入札額が高い順 にソ一 卜して入札額のラン

キングを決定 し、 当該 ランキングにおいて 1 位 （入札額が最 も高い）か ら所

定順位 （例 えば、予め決定された部分領域の数 に相 当する順位） までの店舗

を決定する。例 えば、部分領域が図 5 ( A ) 又 は図 5 ( B ) に示すように、

5 つであれば、上記所定順位 は 5 位 となる。 そ して、 システム制御部 3 3 は

、決定された各店舗の入札額 （入札額の順位）に基づいて、 当該各店舗 を各

部分領域 に割当てる。例 えば入札額が高い店舗 ほど、サイズの大 きい （又は

ドッ ト領域の配分率が高い）部分領域が割当て られる。 また、例 えば入札額

が高い店舗 ほど、例 えば、閲覧者 によ り指定 （例 えばマウスによ りク リック

操作、又はタツチパネル上 をタップ操作）されやすい位置 を含む部分領域が

割当て られる。 こ こで、 閲覧者 によ り指定されやすい位置 と しては、例 えば

過去の実績 において指定回数が多い位置が該当する。各部分領域の指定回数

(例 えば、 ク リック数 とタップ数の総和）は、各部分領域の領域 I D に対応

付 け られて指定回数テ一プル （指定回数記憶手段の一例）に登録 されてお り

、部分領域が指定される度 に登録 されている指定回数がインク リメン 卜され

るようにな っている。 そのため、 当該指定回数 を参照すれば過去の実績 にお



いて指定回数が多い位置 を含む部分領域 を特定で きる。つまり、 シ ステ ム制

御部 3 3 は、指定回数テーブル に登録 されている、部分領域毎の指定回数 を

比較 し、指定回数が相対的に多い （例 えば、指定回数のランキングが上位 （

例 えば、 1 位）の）部分領域 に利用料金の入札額が相対的に大 きい （例 えば

、入札額のランキングが上位 （例 えば、 1 位）の）店舗 を割当てる。 また、

閲覧者 によ り指定されやすい位置の他の例 と しては、閲覧者 に対 して指定を

誘導する情報が表示 される位置が該当する。指定を誘導する情報 と しては、

例 えば、 「ここをク リック」等の文字、矢印等の画像や、吹 き出 しと文字 と

の組み合わせ等が挙 げ られる。 このような表示がなされている位置は閲覧者

によ り無意識 に指定される可能性が高い。 そ して、 シ ステ ム制御部 3 3 は、

各部分領域 に割当て られた店舗の店舗 I D を、各部分領域の領域 I D に対応

付 けて部分領域情報データべ一ス 3 2 3 に登録すると共 に、各部分領域 に割

当て られた店舗の入札額 を各部分領域の利用料金情報 と して各部分領域の領

域 I D に対応付 けて部分領域情報データべ一ス 3 2 3 に登録する。

なお、利用料金が変動料金の場合の部分領域割当処理 （例 2 ) において、

決定された各店舗の入札額 に基づいて、部分領域が決定 （つまり、部分領域

の数及びサイズ （又は ドッ ト領域の配分率）が決定）されるように構成 して

も良い。 この場合、 システム制御部 3 3 は、上記決定 した入札額のランキン

グにおいて、上記特定された店舗 I D の数 に基づいて 1 位 か ら所定順位 まで

の店舗 を決定する。例 えば、上記特定された店舗 I D が所定数 （例 えば 5 つ

) 以上であれば 1 位 か ら所定数 に相 当する順位 （例 えば、 5 位） までの店舗

が決定され、上記特定された店舗 I D が所定数未満 （例 えば、 3 つ）であれ

ば、 1 位 か ら上記特定された店舗 I D の数 に相 当する順位 （例 えば、 3 位）

までの店舗が決定される。 そ して、 シ ステ ム制御部 3 3 は、上記決定 した店

舗の入札額の総和 を算出 し、 当該算出 した総和 における入札額の比率 （占有

率） （％ ) を上記決定 した店舗毎 に算出する。 そ して、 シ ステ ム制御部 3 3

は、算出 した各入札額の比率 に基づいて各部分領域 を決定する。言い換 えれ

ば、部分領域のサイズ （図 5 ( A ) に示す場合）、又は各部分領域の ドッ 卜



領域の配分率 （図 5 ( B ) に示す場合）が決定される。例 えば、入札額の比

率が 5 0 % の場合、広告表示領域の半分が部分領域 と して決定される。或い

は、入札額の比率が 5 0 % の場合、部分領域の ドッ ト領域の配分率が 5 0 %

と して決定される。 そ して、 シ ステ ム制御部 3 3 は、部分領域の決定に用い

た上記入札額 （比率）に対応する店舗 （上記決定された店舗）を、 当該部分

領域 に割当てる。

[0081 ] 次 いで、 システム制御部 3 3 は、上記ステ ップ S 7 で決定された注 目商品

の広告 コ ンテ ンツ を生成する （ステ ップ S 1 0 ) 。例 えば、上記部分領域が

割当て られた店舗の うち何れかの店舗 （例 えば、入札額が最 も高い店舗）の

商品情報 に含 まれる商品画像データ及び商品説明のテキス 卜データの少な く

とも何れか一方が店舗情報データベー ス 3 2 か ら抽出され、抽出されたデ

—夕に基づいて広告 コ ンテ ンツ （例 えば、上記広告表示領域 と同サイズの画

像か らなる広告 コ ンテ ンツ） が生成 される。

[0082] 次 いで、 システム制御部 3 3 は、上記生成 された広告 コンテ ンツ （バナー

広告 ：1001 . g i f ) を、上記店舗が割当て られた各部分領域 を含む広告表示領域

に表示する情報 と して設定すると共 に、情報提供サ イ 卜への リンク情報 （例

えば、情報提供サイ トの U R L ) を当該広告表示領域 に設定する （ステ ップ

S 1 1 ) 。 なお、 この情報提供サイ トの U R L 中には、 当該広告 コ ンテ ンツ

が設定される広告表示領域の領域 I D が含 まれる。例 えば、 リンク情報 は、

「<A href="http: //www. abc. com/? i d=x0001 /cg i . . . / " target=# ，b Lank' XIMG

src="http: //www. abc. com/banner/1 001 . g i f "></A> 」のように生成 される。

上 記 リン ク情報 は、 ァ フ イ リエ イ トリン クで あ って も良い。 当該 ァ フ イ リエ

ィ 卜リンクを経由 して商品の購入決済が行われた場合 に、 当該商品の投稿情

報 に対応する投稿者 に対 してァフィリエイ 卜の成果報酬が支払われる。

[0083] 次 いで、 シ ステ ム制御部 3 3 は、上記広告 コ ンテ ンツ及び リンク情報が広

告表示領域 に設定されたW e b ページを構成する構造化文書 フ ァイル 等 を、

ュ一ザ端末 1 ― j か らアクセス可能な U R L で示 される記憶領域 に記憶する

(ステ ップ S 1 ) 。 これによ り、 その後、あるユーザ端末 1 _ j か らW e



b ページの要求があった場合に、システム制御部 3 3 は、上記広告コンテン

ッ等が広告表示領域に設定されたW e b ページを、当該要求をしたユーザ端

末 1 _ j へ送信 して表示させることになる。なお、ユーザ端末 1 _ j からW

e b ページの要求が受信されたときに図 6 に示す処理が開始された場合、シ

ステム制御部 3 3 は、上記広告コンテンツ等が広告表示領域に設定されたW

e b ページを、当該要求をしたユーザ端末 1 _ j へ送信 して表示させる。

[0084] 以上の広告コンテ ンツの設定処理によれば、ユーザ端末 1 ― j のユーザ間

で最近注目を集めている商品または注目を集めそうな商品を広告表示領域に

設定される広告表示対象とすることができるので、そのような広告表示領域

の指定頻度を向上させることができ、その結果、当該商品を提供する店舗に

対応する情報の閲覧頻度も向上させることができる。なお、広告コンテンツ

の設定処理においては、広告表示対象となる注目商品は投稿情報に基づいて

決定されるように構成 したが、当該投稿情報を用いずに、例えば多くの店舗

から広告表示を希望する商品のアンケー トを実施 し、当該アンケ一 卜結果で

最も希望が多かった商品を上記広告表示対象となる商品として決定するよう

に構成 しても良い。

[0085] ( 2 . 3 . 部分領域に割当てられた店舗に対応する情報の提供動作）

次に、部分領域に割当てられた店舗に対応する情報の提供動作について、

図 8 を用いて説明する。

[0086] 図 8 は、情報提供サーバ 3 のシステム制御部 3 3 における情報提供処理を

示すフローチヤ一 卜である。上記店舗が割当てられた広告表示領域を含むW

e b ページがユーザ端末 1 _ j により受信されウィン ドウ画面に表示されて

いる状態において、当該広告表示領域 （言い換えれば、広告コンテ ンツ）に

おける任意の位置がュ一ザの操作により指定 （例えばマウスによりクリック

操作、又はタツチパネル上をタップ操作）された場合に、ユーザ端末 1 _ j

のW e b ブラウザは、当該広告表示領域における指定された位置情報 （当該

W e b ページ上の座標）及び上記情報提供サイ 卜のU R L を含むリクエス 卜

を情報提供サーバ 3 に送信する。そして、情報提供サーバ 3 のシステム制御



部 3 3 は、 リクエス トを受信 （つまり、情報提供サーバ 3 が位置情報等をュ

—ザ端末 1 _ j か ら取得）すると、図 8 に示す処理 を開始する。

[0087] 図 8 に示す処理が開始されると、システム制御部 3 3 は、受信 した リクェ

ス 卜か ら位置情報及び広告表示領域の領域 I D を取得する （ステ ップS

)

[0088] 次いで、シ ステ ム制御部 3 3 は、部分領域情報データべ一ス 3 2 3 を参照

して、上記取得 された広告表示領域の領域 I D に基づき当該広告表示領域 に

含 まれる各部分領域の領域 I D を特定する （ステ ップS 2 2 ) 。

[0089] 次いで、システム制御部 3 3 は、上記特定された各部分領域の領域 I りに

対応付けられた各部分領域の座標情報 と、上記ステ ップS 2 で取得 された

位置情報 とを比較することにより、当該位置情報 （座標）を含む部分領域 を

特定する （ステ ップS 2 3 ) 。例えば、シ ステ ム制御部 3 3 は、各部分領域

の座標情報か ら各部分領域の範囲を画する座標群 を求め、上記ステ ップS 2

1 で取得 された位置情報 （座標）が含 まれる座標群 に対応する部分領域 を特

定する。特定された部分領域は、ユーザの操作により指定された部分領域で

ある。

[0090] 次いで、シ ステ ム制御部 3 3 は、上記ステ ップS 2 1 で取得 された広告表

示領域の領域 I D に対応付けられて記憶 されている指定回数テ一プル （指定

回数記憶手段の一例）に登録 されている各部分領域の指定回数 （例えば、 ク

リック数 とタップ数の総和）のうち、上記ステ ツプS 2 3 で特定された部分

領域の領域 I D に対応付けられている指定回数 を 1 イ ンク リメ ン トする （ス

テ ツプS 2 4 ) 。 このように、上記ステ ップS 2 3 で部分領域が特定される

毎 に、指定回数テーブルに登録 された、当該特定された部分領域の指定回数

がイ ンク リメ ン トされる。 この指定回数 により、部分領域が閲覧者 により何

回指定されたかを判定することができる。

[0091 ] 次いで、システム制御部 3 3 は、上記特定された部分領域 に対応する領域

I D に基づいて店舗 を特定 し、該特定 した店舗 （つまり、当該部分領域 に割

当て られた店舗）に対応する情報のユーザ端末 1 _ j への送信制御 を行 う （



ステップS 2 5 ) 。例えば、システム制御部 3 3 は、上記特定された部分領

域に割当てられた店舗の店舗 I D (つまり、特定された部分領域の領域 I D

に対応付けられた店舗 I D ) を部分領域情報データベース3 2 3 から取得す

る （これにより、店舗が特定される）。そして、システム制御部 3 3 は、当

該取得 した店舗 I D に対応付けられた商品情報等を店舗情報データべ一ス 3

から取得 し、該取得 した商品情報等に基づき、当該店舗 I D に対応する

店舗が上記注目商品 （上記広告表示領域で広告表示されている注目商品）の

購入手続きを行うための商品購入手続ページを生成する。そして、システム

制御部 3 3 は、生成 した商品購入手続ページ （店舗に対応する情報の一例）

を、上記特定された部分領域に割当てられた店舗に対応する情報としてユー

ザ端末 1 _ j (上記 リクエス トを送信 したュ一ザ端末 1 _ j ) に送信 してW

e b ブラウザに表示させる。

[0092] 或いは、システム制御部 3 3 は、部分領域情報データべ一ス 3 2 3 から取

得 した店舗 I D に対応付けられた店舗ページのU R L ( リダイレク ト情報）

を、店舗情報データベース3 2 1 から取得 し、当該取得 した店舗ページのU

R L (店舗に対応する情報の一例）を、部分領域に割当てられた店舗に対応

する情報としてユーザ端末 1 ― j に送信するように構成 しても良い。この場

合、ユーザ端末 1 _ j のW e b ブラウザは、受信 した店舗ページのU R L に

示されるリダイレク ト先 （W e b サーバ）へアクセスして店舗ページを取得

し表示することになる。

[0093] 或いは、システム制御部 3 3 は、部分領域情報データべ一ス 3 2 3 から取

得 した店舗 I D に対応付けられた店舗ページのU R L を、店舗情報データべ

—ス3 2 1 から取得 し、プロキシサーバとしての機能によりユーザ端末 1 ―

j の代わりに当該店舗ページのU R L に示されるW e b サーバにアクセスし

て店舗ページを取得する。そして、システム制御部 3 3 は、当該取得 した店

舗ページ （店舗に対応する情報の一例）をュ一ザ端末 1 _ j に送信 してW e

b ブラゥザに表示させるように構成 しても良い。

[0094] なお、ステップS 2 5 における 「店舗に対応する情報のユーザ端末 1 ― j



への送信制御」の他の例として、システム制御部 3 3 が、他のサーバ （アブ

リサ一バゃメールサーバなど）からユーザ端末 1 _ j へ、店舗に対応する情

報 （店舗ページや店舗の情報を記述する電子メール （ユーザ端末 1 _ j のュ

—ザのメールア ドレス宛））を送信させるように構成 しても良い。

[0095] ( 2 . 4 . 部分領域八の店舗の割当変更動作）

次に、部分領域八の店舗の割当変更動作について説明する。

[0096] この部分領域八の店舗の割当変更動作に係る割当変更処理は、所定の条件

が満たされた場合にシステム制御部 3 3 により開始される。この所定の条件

としては、例えば所定時間が経過 したこと、或いは部分領域の指定回数が閾

値を超えたこと等が挙げられる。

[0097] 例えば、システム制御部 3 3 は、設定 した時刻 （又は設定 したタイマ）に

したがって所定時間毎 （例えば、 2 4 時間毎）に、割当変更処理を開始 し、

上記ステップS 9 と同様の処理を行う。この場合、前回の部分領域割当処理

(又は割当変更処理）から今回の割当変更処理の間に、上述 した店舗の募集

動作により新たに店舗の I D等が利用希望店舗情報データベース3 2 4 に登

録された場合、新たに登録された店舗についても割当て候補とすることがで

きる。

[0098] 或いは、システム制御部 3 3 は、設定 した時刻 （又は設定 したタイマ）に

したがって所定時間毎 （例えば、 2 4 時間毎）に、割当変更処理を開始 し、

上記指定回数テーブルに登録されている各部分領域の指定回数を比較 し、指

定回数が高い順にソ一 卜して指定回数のランキングを決定する。そして、シ

ステム制御部 3 3 は、決定された各部分領域の指定回数 （指定回数の順位）

に基づいて、当該各店舗を各部分領域に割当てる （前回と同 じ部分領域が割

当てられる場合もある）。例えば入札額が高い店舗ほど、指定回数が多い部

分領域が割当てられる。これにより、例えばサイズが小さくてもユーザによ

り実際に指定された指定回数が多かった部分領域に、入札額の最も高い店舗

が割当てられるように変更することができる。

[0099] 或いは、システム制御部 3 3 は、上記ステップS 2 4 で、指定回数テープ



ル に登録 されている指定回数が 1 イ ンク リメン 卜された場合 に、 当該指定回

数が閾値 （例 えば、 5 0 回）を超 えたか否かを判定 し、閾値 を超 えた場合 に

、割当変更処理 を開始する。 この割当変更処理では、 システム制御部 3 3 は

、指定回数が閾値 を超 えた部分領域 （例 えば、図 5 ( A ) に示す部分領域 A

) に割 当て られている店舗 と、別の部分領域 （例 えば、指定回数が閾値 を超

えた部分領域以外で最 も高い利用料金が設定された部分領域 B ) に割 当て ら

れている店舗 と互いに交換することによ り割当変更を行 う。 これによ り、指

定回数の面で未だ閾値 に達 していない部分領域 に割当て られている店舗 に対

して、指定されやすい部分領域 を割当てることがで きる。

[01 00] 以上説明 したように、上記実施形態 によれば、一つの広告表示領域 を複数

の店舗 （広告主）で共用する場合であ っても、広告表示領域 に表示 される広

告 コンテ ンツを短い時間で切 り換 えることな く、一つの広告表示領域 に含 ま

れる部分領域毎 に異なる店舗 （広告主）を割当てることがで きる。 したが つ

て、各店舗 に割当て られた部分領域が閲覧者 によ り指定される確率 を高め、

各店舗 に対応する情報 を効率良 く表示 させることがで きる。

[01 0 1 ] また、支払 う広告料が少ない店舗であ っても、 当該店舗 に割当て られた部

分領域 は継続 して表示 されているので、 当該部分領域が閲覧者 によ り指定さ

れる可能性 を高めることがで きる。 しかも、広告表示対象 となる商品に対す

る各店舗が支払 う利用料金 （広告料）に応 じて割当て られる部分領域のサイ

ズゃ配分率等が決定されるので、高い利用料金 を支払 う店舗 に割当て られる

部分領域が指定される確率 を高めることがで きる。 よって、各店舗 に リーズ

ナブルな広告表示領域 を提供することがで きる。

符号の説明

[01 02] - j ユーザ端末

2 - k W e b サイ ト

3 情報提供サーバ



3 3 シ ステ ム制御部

3 2 1 店舗情報データベー ス

3 2 投稿情報データべ一ス

3 2 3 部分領域情報データベー ス

3 2 4 利用希望店舗情報データベー ス

N W ネ ッ トワー ク

S 情報提供 シ ステ ム



請求の範囲

[ 請求項 1] 広告表示領域 を含む表示データをネ ッ 卜ワークを介 して端末装置へ

提供する情報提供装置であ つて、

前記広告表示領域 に含 まれる部分領域 を特定するための部分領域特

定情報 と、商取引対象物 を提供する提供者 を特定するための提供者特

定情報 と、 を前記部分領域毎 に対応付 けて記憶する部分領域情報記憶

手段 と、

前記広告表示領域 を含む表示データを前記端末装置 に送信する送信

手段 と、

前記広告表示領域 における指定された位置情報 を前記端末装置か ら

取得する位置情報取得手段 と、

前記取得 された位置情報 を含む前記部分領域 を特定する部分領域特

定手段 と、

前記部分領域特定手段 によ り特定された部分領域 に対応する部分領

域特定情報 に基づいて前記提供者 を特定 し、該特定された提供者 に対

応する情報の前記端末装置八の送信制御 を行 う制御手段 と、

を備 えることを特徴 とする情報提供装置。

[ 請求項 2 ] 請求項 1 に記載の情報提供装置 において、

前記広告表示領域 を利用するための利用料金 に基づいて前記部分領

域 を提供者毎 に割当てる領域割当手段 を備 えることを特徴 とする情報

提供装置。

[ 請求項 3 ] 請求項 2 に記載の情報提供装置 において、

前記部分領域の指定回数 を前記部分領域毎 に記憶する指定回数記憶

手段 を備 え、

前記領域割当手段 は、前記指定回数記憶手段 に記憶 されている部分

領域毎の指定回数 を比較 し、前記指定回数が相対的に多い部分領域 に

前記利用料金の入札額が相対的に大 きい前記提供者 を割当てることを

特徴 とする情報提供装置。



[ 請求項 4 ] 請求項 1 乃至 3 の何れか一項 に記載の情報提供装置 において、

所定の条件 に基づいて、前記部分領域 に割当て られた提供者 を変更

する割当変更手段 を備 えることを特徴 とする情報提供装置。

[ 請求項 5 ] 請求項 4 に記載の情報提供装置 において、

前記部分領域の指定回数 を前記部分領域毎 に記憶する指定回数記憶

手段 を備 え、

前記割当変更手段 は、前記指定回数が閾値 を超 えた部分領域 に割当

て られた提供者 を変更することを特徴 とする情報提供装置。

[ 請求項 6 ] 広告表示領域 を含む表示データをネ ッ 卜ワークを介 して端末装置へ

提供するコンピュータによ り実行 される情報提供方法であ って、

前記広告表示領域 に含 まれる部分領域 を特定するための部分領域特

定情報 と、商取引対象物 を提供する提供者 を特定するための提供者特

定情報 と、 を前記部分領域毎 に対応付 けて記憶するステ ップと、

前記広告表示領域 を含む表示データを前記端末装置 に送信する ステ

ップと、

前記広告表示領域 における指定された位置情報 を前記端末装置か ら

取得するステ ップと、

前記取得 された位置情報 を含む前記部分領域 を特定するステ ップと

前記部分領域特定手段 によ り特定された部分領域 に対応する部分領

域特定情報 に基づいて前記提供者 を特定 し、該特定された提供者 に対

応する情報の前記端末装置への送信制御 を行 うステ ツプと、

を含む ことを特徴 とする情報提供方法。

[ 請求項 7 ] 広告表示領域 を含む表示データをネ ッ 卜ワークを介 して端末装置へ

提供するコンピュータを、

前記広告表示領域 に含 まれる部分領域 を特定するための部分領域特

定情報 と、商取引対象物 を提供する提供者 を特定するための提供者特

定情報 と、 を前記部分領域毎 に対応付 けて記憶する部分領域情報記憶



手段 と、

前記広告表示領域 を含む表示データを前記端末装置 に送信する送信

手段 と、

前記広告表示領域 における指定された位置情報 を前記端末装置か ら

取得する位置情報取得手段 と、

前記取得 された位置情報 を含む前記部分領域 を特定する部分領域特

定手段 と、

前記部分領域特定手段 によ り特定された部分領域 に対応する部分領

域特定情報 に基づいて前記提供者 を特定 し、該特定された提供者 に対

応する情報の前記端末装置への送信制御 を行 う制御手段 と して機能 さ

せることを特徴 とする情報提供 プログラム。

[ 請求項 8 ] 広告表示領域 を含む表示データをネ ッ 卜ワークを介 して端末装置へ

提供するコンピュータを、

前記広告表示領域 に含 まれる部分領域 を特定するための部分領域特

定情報 と、商取引対象物 を提供する提供者 を特定するための提供者特

定情報 と、 を前記部分領域毎 に対応付 けて記憶する部分領域情報記憶

手段 と、

前記広告表示領域 を含む表示データを前記端末装置 に送信する送信

手段 と、

前記広告表示領域 における指定された位置情報 を前記端末装置か ら

取得する位置情報取得手段 と、

前記取得 された位置情報 を含む前記部分領域 を特定する部分領域特

定手段 と、

前記部分領域特定手段 によ り特定された部分領域 に対応する部分領

域特定情報 に基づいて前記提供者 を特定 し、該特定された提供者 に対

応する情報の前記端末装置への送信制御 を行 う制御手段 と して機能 さ

せることを特徴 とする情報提供 プログラムが記録 された記録媒体。
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